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所

　
　
　
　
　
　
　
　
常
設
保
育
所
で
懇
談
会

　
　
　
　
刷

　
　
　
　
印

　
　
長
き

　
　
　
　
　
　
　
季
節
保
育
所
は
、
ど
こ
で
も

号
町
つ

　
　
藤
か
、
好
評
だ
が
、
こ
れ
を
更
に
、
常

　
　
　
　
あ

　
　
　
　
　
　
設
の
保
育
所
に
し
て
ほ
し
い
と

29

佐

　
　
　
　
　
　
松
之
山
四
部
落
母
の
会
か
ら
去

　
　
　
　
　
　
る
一
月
二
十
五
日
の
議
会
に
請

第
字
刷
「

　
　
　
　
　
　
願
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
題
　

　
　
　
　
印
』

　
　
　
　
　
　
　
議
会
で
は
こ
れ
を
採
択
し
、

　
鐸
鶏
町
長
査
定
へ

中
央
診
療
所
建
設
な
ど
内
定

　
昭
和
四
十
三
年
度
の
予
算
編

良
）
、
県
貸
付
事
業
（
ア
ミ
ダ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
は
、
一
月
二
十
日
消
防
委
員

堂
橋
、
樋
田
橋
か
け
替
え
V
、

会
を
皮
切
り
に
、
産
業
委
員
会
一
農
地
災
害
復
旧
事
業
（
猪
之
名
〉

社
会
厚
生
委
員
会
、
総
務
文
教
㎜
千
四
万
円
、
消
防
自
動
車
ポ
ン

委
員
会
、
教
育
委
員
会
な
ど
、
・
プ
ニ
百
万
円
な
ど
が
そ
の
主
な

要
求
段
階
の
審
議
を
終
り
目
下
㎜
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

羅
霧
騒
錨
臨
鋸
轄
麺

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

町
税
て
約
三
百
万
円
、
地
方
交

　
新
年
度
の
重
点
事
業
と
し
て

付
税
で
一
千
百
万
円
、
繰
越
金

既
に
実
施
が
内
定
し
て
い
る
も
　
で
五
百
万
円
程
度
の
伸
び
を
期

の
は
、
中
央
診
療
所
建
設
に
対

待
し
て
い
る
が
な
お
相
当
額
の

す
る
繰
り
出
し
三
百
万
円
、
登

財
源
が
不
足
し
て
お
り
、
町
債

記
所
の
新
築
に
三
百
五
十
万
円
、
や
、
寄
附
金
を
あ
る
程
度
ま
で

津
南
清
掃
セ
ン
タ
ー
負
担
金
、
　
あ
て
こ
む
こ
と
に
な
り
そ
う
で

二
百
七
十
八
万
円
、
マ
イ
ク
・

す
。

パ
ス
更
新
に
百
十
万
円
な
ど
で

　
結
局
の
と
こ
ろ
新
年
度
の
予

あ
り
、
こ
の
ほ
か
、
国
県
の
補
．
算
規
模
は
二
億
二
千
万
円
位
に

助
対
象
事
業
と
し
て
考
え
ら
れ
　
な
る
も
の
と
推
定
さ
れ
、
例
年

て
い
る
も
の
は
、
県
単
山
村
振
　
の
こ
と
な
が
ら
恒
常
的
な
経
費

興
事
業
費
一
千
万
円
、
辺
地
整
　
は
ギ
リ
ギ
リ
の
線
ま
で
押
え
て

備
で
町
道
改
良
等
千
六
百
万
円
　
も
な
お
か
つ
四
苦
八
苦
の
財
政
－

　
（
松
口
橋
、
中
坪
地
内
道
路
改
　
事
情
と
な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
厚
生
委
員
会
に
附
託
し
、

検
討
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
同
委
員
会
で

は
二
月
の
下
旬
に
、
請
願
者
側

と
懇
”
談
会
を
開
き
、
具
体
的
な

意
見
交
換
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

き
上
げ
も
止
む
を
得
な
い
も
の

と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
め

予算議会は

三月はじ

　
ま
た
国
民
健
康
保
険
事
業
で

診
療
所
建
設
に
約
二
千
万
円
を
　
　
新
年
度
の
予
算
編
成
の
町
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
別
項
の
よ
う
に
医
療
費
の
［
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
保
険
税

会
は
、
三
月
の
七
日
八
日
九
日

値
上
り
に
よ
る
影
響
と
、
中
央
　
は
前
年
に
比
し
三
十
％
近
い
引

頃
に
な
る
見
込
み
で
、
目
下
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
案
の
準
備
が
急
ピ
㎜

ッ
チ
で
す
す
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

さる策本部設置豪雪対

　
一
月
の
・

半
頃
か
ら

晴
れ
た
日

は
ゑ
え
る
”

ほ
ど
し
か

な
く
、
二

月
の
十
五

日
現
在
な

お
降
り
続

く
様
相
で
…

す
。
　
町
で
は

二
月
五
日

豪
雪
対
策

本
部
を
設

置
し
て
急

患
の
搬
送

や
災
虫
辱

の
発
生
に

備
え
て
い

る
が
、
当

　
汗
あ

　
，
で

　
み
㎝
組
5

　
り
　
取
2

。
に
は

た
雪
雪

つ
除
積
）

な
の
の
す

と
根
上
写

晴
屋
根
ら

快
に
屋
か

に
う
の
上

り
よ
場
根

振
た
役
屋

し
せ
日
舎

久
合
の
庁

は
し
こ
場

日
申
。
役

三
が
た
（

月
中
し
。

二
町
流
た

　
　
を
つ

　
　
涌
井
福
一
氏
受
賞

　
昨
年
十
一
月
末
、
五
卜
子
．
平

出
身
の
涌
井
福
一
氏
（
四
一
オ
）

．
は
、
出
稼
歴
十
五
年
と
、
勤
務

い
ぶ
り
の
優
秀
さ
で
、
雇
い
主
の

山
口
県
若
山
産
業
K
K
か
ら
表

．
彰
を
う
け
ま
し
た
。

面
は
、
な
ん
と
し
て
も
、
松
之
、
㎝
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
～
大
島
～
直
江
津
間
の
交
通
一
2
9
0
7
4
8
6
0
6
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
要
で
あ
り
、
ブ
ル
　
4
皿
弓
－
弓
4
4
／
2
弓
一

ト
ー
ザ
ー
一
台
を
借
り
上
げ
て
『
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎
日
三
台
で
こ
の
間
の
除
雪
に
…
月
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

あ
た
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
一
年

　
二
月
五
日
現
在
に
お
け
る
累
一
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4

年
積
雪
状
況
は
つ
ぎ
の
と
お
り

町
の
臨
，
曙
議
幽
勾

　
町
の
臨
時
議
会
は
｝
月
二
十

五
日
招
集
さ
れ
、
人
事
院
勧
告

、
、
ト
と
も
な
う
職
員
の
給
与
改
定

匹
よ
る
補
正
予
算
案
を
可
決
し

た
の
ち
、
つ
ぎ
の
決
議
な
ら
び

に
、
請
願
を
採
択
し
、
午
前
中

で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

．
、
請
願
上
布
川
地
域
か
ら

　
提
出
さ
れ
、
松
之
山
中
学
東

　
川
分
校
の
グ
ラ
ン
ト
整
備
拡

　
張
に
っ
い
て
（
採
択
し
、
総

務
文
教
奮
会
に
検
讐
、

　
任
）
二
、
決
議
「
早
場
米
格
差
金
確

　
保
に
関
す
る
要
請
」
は
町
内

　
四
農
協
か
ら
提
出
さ
れ
全
員

　
　
以
で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
文
は
別
項
に
掲
さ
い
。

早
場
米
格
差
金
確
保

に
関
す
る
決
議

　
近
来
米
の
政
府
買
上
量
の
増
　
し
、
農
基
法
第
十
一
条
（
農
産

加
と
米
繰
系
の
合
理
化
等
竺
物
婁
憲
格
）
の
趣
旨
に
則

中
心
と
し
た
、
食
管
制
度
再
検
．
り
、
早
場
米
格
差
金
を
恒
久
的

討
の
見
地
か
ら
、
各
縷
諸
加
算
一
に
制
度
化
し
て
、
早
場
米
農
産

に
っ
い
て
も
、
再
検
討
の
論
議
一
地
帯
と
し
て
の
営
農
型
態
を
確

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
　
立
す
る
た
め
、
下
記
の
よ
う
に

れ
は
現
行
の
時
期
別
格
差
制
度

措
置
さ
れ
る
こ
と
を
要
請
す
る
。

の
帰
趨
に
重
大
な
利
害
関
係
を

　
　
　
　
記

も
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
［
　
1
現
行
の
時
期
別
格
差
は
、

　
昭
和
二
〇
年
「
早
期
供
出
奨
一
　
　
こ
れ
を
早
場
米
格
差
金
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

励
金
」
と
し
て
創
設
以
来
現
在
一
　
　
し
て
恒
久
的
に
制
度
化
す

に
至
る
ま
で
の
歴
史
的
意
義
を
一
　
　
る
こ
と
。

再
確
認
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
　
　
名
早
場
米
出
荷
の
対
象
期
間

米
の
安
定
、
需
給
と
早
場
米
地
域
一
　
　
は
一
〇
月
二
〇
日
ま
で
と

の
農
業
構
造
の
特
質
を
前
提
と
一
　
　
し
て
金
額
は
前
年
以
上
と

で
す
が
　
こ
と
し
は
、
二
月
五

　
　
馨
子
校
調
査
に
よ
ヌ
一
）

日
現
在
で
既
に
、
昭
和
二
十
年

に
つ
ぐ
豪
雪
と
な
っ
て
い
ま
す
。

灘叢、

憾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
耀
賜濃

夢

な
だ
れ
危
険
ヵ
所
の
除
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
団
の
出
動
で

豪
雪
と
な
だ
れ
は
、

こ
れ
を

切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
㌧

　
二
月
二
日
、
午
前
一
時
半
、

湯
本
の
温
泉
街
で
は
、
突
如
表

層
な
だ
れ
に
襲
わ
れ
、
診
療
所

［
な
ど
六
戸
が
大
量
の
雪
に
埋
づ

ま
っ
た
。

　
幸
い
窓
ガ
ラ
ス
を
こ
わ
し
た

程
度
で
終
っ
た
が
、
今
後
こ
の

よ
う
な
事
故
に
備
え
て
、
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
せ
る
と
共
に
一
般
人
の
協
力

な
と
こ
ろ
は
早
期
に
除
雪
を
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
得
て
、
応
〃
，
心
対
策
の
除
雪
を

て
事
故
防
止
に
つ
と
め
な
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ
な
っ
た
。
　
（
宥
之
具
は
な
だ

ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ヵ
所
の
除
雪
、
上
川
手
分
団
）

　
町
消
防
団
で
は
、
各
分
団
に

対
し
あ
ら
か
じ
め
文
書
に
よ
る

警
告
を
出
す
と
と
も
に
、
人
通

り
の
多
い
松
之
山
湯
本
間
、
松

之
山
上
川
平
間
、
松
之
山
黒
倉
r

浦
田
間
な
ど
、
数
ヵ
所
に
つ
い
．

て
二
月
六
日
か
ら
団
員
を
出
動

　
　
す
る
こ
と
。

上
記
の
と
お
り
決
議
す
る
。

　　　　　　　垂　　　　　　　董お楽しみ相撲　　i

1千秋楽の土俵入1
昨
年
か
ら
再
発
足
さ
れ
た
、
旧

浦
田
口
の
職
場
　
商
店
を
中
心

と
す
る
相
撲
協
会
は
、
一
月
三

〇
日
、
盛
大
に
千
秋
楽
の
納
会

を
お
こ
な
っ
た
。

冬
期
間
で
娯
楽
の
な
い
と
こ
も

あ
っ
て
、
百
数
テ
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

当
日
一
ば
ん
の
よ
び
も
の
、
東

の
横
綱
立
田
山
良
一
津
端
良
こ

西
ノ
横
綱
み
ど
り
川
み
ど
り
（

清
水
み
ど
り
）
に
よ
る
両
横
綱

の
土
俵
入
は
金
銀
に
輝
や
く
ド

ン
ス
に
真
新
し
い
横
綱
を
し
め

て
、
太
刀
持
ち
、
露
払
い
を
従

え
た
立
派
な
も
の
、
十
五
日
間

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
に
ふ
さ

わ
し
い
盛
大
な
納
会
で
し
た
。

　
　
（
写
真
は
横
綱
立
田
山
の
土

俵
入
）

は
り
き
る
職
業
訓
練
生

　
上
越
職
業
訓
練
所
松
之
山
短

期
訓
練
所
は
、
中
高
年
令
層
を

対
象
に
昭
和
三
十
八
年
に
開
所

以
来
こ
と
し
で
五
回
目
、
去
る

｛
月
八
日
以
来
十
五
名
の
訓
練

生
は
泊
り
込
み
で
習
練
に
は
げ

ん
で
い
ま
す
。

　
三
ヵ
月
の
間
に
大
工
科
の
基

本
を
ひ
と
通
り
修
得
す
る
と
い

う
即
製
技
術
だ
け
に
毎
日
の
日

課
も
き
び
し
く

午
前
八
時
半
か

ら
夕
方
四
時
ま

で
寒
さ
の
中
も

じ
っ
と
り
と
、

汗
ば
む
程
の
張

り
切
り
よ
う
で

す
。
一
講
師
の
大
武

「
務
聖
告

昭
和
昭

毎
一
月
二
五
日

　
　
松
之
山
町
議
会

保
険
税
に
大
き
く
ひ
び
く

和
男
氏
は
「
訓
練
生
が
非
常
に
い

三
生
欝
な
の
で
や
り
甲
い
が
一

一
あ
り
享
．
普
通
な
ら
蕎

か
か
る
と
こ
ろ
を
三
ヵ
月
で
た

一
た
き
込
む
わ
け
で
す
か
旨
垂

一
も
な
か
な
か
大
変
で
す
。
よ
く
…

　
一
を
い
え
ば
訓
練
所
の
設
備
を
も

［

つ
と
驚
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
値
上
げ

　
．
医
療
費
の
値
上
げ
は
昨
年
十

二
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
値
上
げ
に
よ
っ
て

市
町
村
国
民
健
康
保
険
事
業
が

う
け
る
影
響
は
大
き
く
、
保
険

税
の
引
き
上
げ
は
必
、
至
と
な
っ

て
い
ま
す
。

所
得
税
、
個
人
町
県

民
税
な
ど
の
申
告

一
復
の
肇
害
は
2
月

16
日
か
ら
3
月
15
日
ま
で
の

ヶ
月
の
間
に
行
う
こ
と
に
な
っ

｝
て
い
ま
す
。
確
定
由
出
・
を
行
な

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
は
、

税
務
署
か
ら
確
定
申
告
を
す
る

一
よ
う
に
通
知
の
有
っ
た
方
は
勿

　
主
な
値
上
げ
巾
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

　
手
術
料
八
○
％
、
入
院
料
十

四
二
％
、
初
診
料
四
〇
円
（

現
行
二
百
四
↑
円
を
二
百
八
十

円
）
、
．
再
診
料
三
十
円
（
現
行

七
f
円
を
百
円
）

f
甕
垂
冤
箋
・
三
肇
置
考
一
『

論
、
42
年
中
の
所
得
か
基
礎
控

除
と
扶
養
控
除
を
加
え
た
額
を

こ
え
る
人
並
び
に
、
給
与
所
得

者
で
給
与
以
外
の
所
得
が
5
万

円
を
超
え
る
人
な
ど
で
す
。

ま
た
短
期
の
出
稼
者
の
給
料
や

株
式
の
配
当
、
原
稿
な
ど
の
報

闇
酬
の
支
払
い
を
受
け
源
・
泉
徴
収

さ
れ
た
税
金
が
あ
る
人
は
確
定

申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

皿
税
金
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が

多
い
の
で
申
告
し
て
還
付
を
受
．

一
け
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

大荒

戸
高
沢
儀
平

69

り
ま
す
。
先
日
、
こ
の
近
所
に

死
に
ご
っ
た
く
が
あ
り
ま
し
た

が
、
女
衆
や
年
よ
り
が
集
っ
て

雪
堀
り
や
ら
　
道
つ
け
や
ら
で

－
大
さ
わ
ぎ
に
な
り
ま
し
た
。

　
家
の
中
に
ひ
っ
こ
ん
で
い
る

一
も
ん
だ
か
ら
何
も
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し

ま
す
。

　
家
の
こ
と
も
山
の
二
と
も
す

べ
て
若
看
に
ま
か
せ
｛
あ
る
の

で
何
も
わ
か
ら
な
い
の
て
す
。

　
昨
年
か
ら
老
人
ク

フ
フ
が
出

釆
イ
、
仲
問
に
し
て
も
ら
、
イ
、
い

ま
す
。
若
衆
か
い
な
ぐ
な
β
』

の
て
老
人
ク
フ
フ
で
お
宮
き
ん

の
掃
除
を
し
岬
＼
あ
と
て
お
茶

を
の
ん
だ
り
ー
ま
す
か
、
駄
な

さ
ん
と
一
諸
に
な
コ
．
仕
事
を

し
た
り
、
話
k
巳
た
り
す
る

の
が
　
番
楽
し
み
て
す
。

　
若
い
者
が
い
な
く
な
秀
て
困

撒罎須

麟
糞
繋
舘
鷲

　
に
と
っ
て
悩
み
の
た
ね
で
す
。
が
、
こ
ど
も
に
も
親
に
も
い
い

　
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
な

り
、
テ
レ
ビ
の
前
に
釘
っ
け

に
な
っ
て
夜
、
無
理
や
り
ベ

ッ
ド
に
連
ら
れ
て
い
く
ま
で

そ
こ
を
は
な
れ
な
く
な
る
こ

と
で
す
。
こ
う
な
る
と
時
間

が
お
し
く
て
、
夕
食
も
、
宿

題
も
、
家
の
人
に
声
を
か
け

る
こ
と
さ
え
も
お
し
く
な
り

ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
、
こ
ど
も
と

よ
く
話
し
合
っ
た
上
で
、
一

日
の
う
ち
何
時
間
は
そ
と
で

遊
ぶ
、
何
時
間
は
宿
題
を
す

る
、
食
事
の
時
間
は
何
分
、

象
一
こ
で
町
村
が
中
心
と
な
り
も
っ

』
と
強
く
国
や
県
に
呼
び
か
け
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
が
。

　
　
雷
小
覆
晃
信
30
丁

　
松
之
山
は
農
業
そ
れ
も
米
作

が
キ
産
業
の
町
で
す
。
二
の
米

に
よ
る
増
収
を
図
る
に
は
、
枝

術
向
上
は
勿
論
、
人
権
費
、
労

η
の
軽
減
が
問
題
に
な
る
と
思
一

い
ま
す
。
そ
わ
に
は
、
私
は
農

道
の
整
備
を
あ
げ
ま
す
。
農
繁

期
に
な
る
と
べ
に
頼
ま
れ
、
自

動
車
て
荷
運
ぴ
を
し
ま
す
か
、

狭
い
農
道
て
ぬ
か
る
み
に
入
り

　
．
～
二
時
間
も
立
貧
ヒ
す
る
こ

と
か
あ
る
。
山
の
h
の
田
畑
ま

　
続
く
農
道
を
作
る
こ
と
を
、

実
現
下
吋
能
な
夢
と
料
っ
庁
す

　
に
、
　
一
本
て
も
多
く
少
し
で
も

長
く
切
開
く
裏
が
大
切
て
は
・
、
生

　
い
r
、
し
よ
う
か
。
L
か
し
、

　
口
に
農
道
レ
一
い
っ
て
も
費
用
他

の
問
題
呂
＼
部
落
、
町
の
財
わ

て
は
無
理
か
と
思
い
ま
ず
。
ヴ
て

　
個
人
町
県
民
税
と
個
人
事
業

税
の
由
止
・
期
限
は
3
月
15
日
で

す
。
　
　
個
人
町
県
民
税
に
つ

い
て
は
例
年
の
よ
う
に
　
3
月

上
旬
に
部
落
の
総
代
さ
ん
を
通

じ
て
、
用
紙
を
お
配
り
い
た
し

ま
す
か
ら
期
限
ま
で
に
申
告
し

て
下
さ
い
。
尚
、
所
得
税
の
確

　
　
　
　
一
蒐
義
禽
笥
嘘
一
，
嚇
3
、
ゑ
『
ヨ

こ
と
て
す
。

さ
も
な
い
と
、

レ
ヒ
の
前
に
座
っ

こ
ど
も
が
テ

て
い
る
の
を

定
申
告
を
行
な
っ
た
人
は
、
個

人
町
県
民
税
、
個
人
事
業
税
の

申
告
を
要
し
ま
せ
ん
。

史
・
の
記
載
な
ど
に
つ
い
て
、

、
こ
不
明
の
点
は
い
つ
で
も
役
場

税
務
署
（
電
話
二
二
番
㌧
に

お
尋
ね
下
さ
い
。

～
3
㌦
響
罵
一
引
～
圏
凧
～
ゑ
、
看
嘘
3
瑞
3
覧
含
鱗
F
，
『
a
、
二

ま
す
。

　
こ
ど
も
に
も
、
大
人
に
も
ラ

ノ
オ
を
聞
き
な
が
ら
仕
賢
や
勉

強
の
で
ぎ
る
人
も
い
ま
す
。

　
や
る
こ
と
を
ち
や
ん
と
や
つ

て
い
る
の
に
、
い
ち
い
ち
小
、
．
．
・

裳
磨
7
匿
，
1

テ
レ
ビ
に
夢
中
に
な
る
子

見
る
た
び
に
「
あ
れ
は
や
つ
た

の
？
」
　
「
こ
れ
は
す
ん
だ
の
？

」
と
、
つ
い
口
や
か
ま
し
く
い

う
こ
と
に
な
り
、
こ
と
も
も
、

親
の
目
を
ぬ
す
ん
て
テ
レ
ビ
を

を
い
っ
た
り
、
叱
っ
た
り
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と

を
す
る
と
こ
ど
も
の
テ
レ
ビ
熱

は
か
え
っ
て
ひ
ど
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
親
か
ら
見
れ
ば
、

螺
蓼

㎜
変
　
想
参
ツ
ミ
51

一
　
四
米
の
雪
に
閉
ざ
さ
れ
た
生

活
－
。
も
し
病
気
に
で
も
な

っ
た
ら
、
と
い
う
不
宏
か
常
に

？
ざ
ま
と
い
ま
す
。
そ
ん
な
と

y
松
缶
の
中
悉
お
磐

さ
ま
が
出
張
診
療
に
当
っ
て
ド

さ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
う

れ
し
い
出
来
事
て
し
た
。
し
か

し
、
二
週
問
交
代
の
短
期
て
は

何
か
ま
だ
将
来
性
に
不
安
が
残

　り

ま
す
。
こ
わ
を
足
場
に
し
て

医
療
施
設
の
完
備
と
医
者
の
長

期
開
業
に
発
展
さ
せ
て
ほ
し
い

と
念
願
し
て
い
ま
す
。

　
　
・
て
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
水
梨

と
新
山
を
結
ぶ
道
路
は
中
芦
杢

に
と
ジ
、
唯
お
通
学
道
路
、

　
ナ
タ
レ
防
止
L
事
を
も
っ
と
積

極
的
に
進
め
て
ほ
し
い
と
、
部

　落の

婦
人
ム
ム
チ
、
い
つ
も
壬
咽
題
｝
に

　
の
ぼ
り
ま
す
。
ま
た
、
時
々
ブ

　
ル

、
除
唾
ー
　
ρ
車
が
通
せ
る
紘
杁
能
心

　
に
ま
て
し
な
く
て
も
｝
し
て
も

ら
う
だ
げ
て
も
通
学
に
助
か
る

　
の
で
は
な
い
で
．
し
よ
う
か
。

広
報
第
三
十
・
嘉
行
ま
疋

　
次
号
は
四
月
十
日
付
て
発
行

し
ま
す
。
新
隼
度
事
業
の
概
、
要

を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
ご
・
家
庭
向
き
の
8
承
庭

コ
ー
ナ
ー
」
か
流
収
一
げ
ま
し
お
」
。

こ
希
望
、
．
こ
意
見
あ
り
ま
し
た

ら
、
編
集
部
ま
て
お
知
ら
、
せ
下

さ
い
。
お
待
ち
し
ま
す
。

瑞
『
姻
、
象
顧
σ
～
一
一
～
一
昆
笥
、
噛
．
㍉
a
、
一
願
、
鉱
旧
d
、
一
．
、
a
ψ

鵯
鷲
こ
簾
結
鹸
騨

羅
麗
壊
慧
㌶
認

せ
ん
．
　
　
　
　
　
脚

　
　
え
秀
い
だ
函
に
脚

つ
い
て
夏
だ
を
要
乱

灘
雛
灘
慧

い
ろ
い
ろ
な
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

に
っ
い
て
話
し
あ
う
の
と
お

な
じ
こ
と
て
す
。
し
か
し
好

ま
し
く
な
い
番
組
は
た
め
ら

わ
ず
に
、
き
っ
ば
り
と
禁
止

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
〔
ズ
ボ
ソ
ク
博
L
の
育
児

露
よ
り
V

甲㌧一一牌騨

．
紅
耗
舞
熱
霧
碁
葬
鉾
F
黙
糞
繍
耗
碁
蕪
柵
糞
篭
亀
き
ミ
…
き
き
鉱

一81一
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第
十
九
回
ス
キ
ー
大
会

　
松
之
山
ス
キ
ー
連
盟
、
東
部

教
員
協
議
会
主
催
の
ス
キ
ー
大

会
は
二
月
十
日
開
会
式
、
十
一

日
競
技
の
日
程
で
松
之
山
温
泉

ス
キ
ー
場
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
開
会
式
（
ホ
テ
ル
）
で
は

先
ず
、
昨
年
の
優
勝
者
か
ら
優

勝
盃
、
優
勝
旗
が
返
か
ん
さ
れ

つ
づ
い
て
本
山
林
一
会
長
か
ら

力
強
い
開
釜
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
町
か
ろ
町
長
代
理
で
大

見
助
役
の
大
会
辞
祝
が
あ
り
ま

し
た
。

　
本
年
は
新
た
に
四
本
の
優
勝

旗
が
町
内
の
有
志
の
方
々
か
ら

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
高
校
代
表
の
若
々
し

い
選
手
宣
誓
を
終
り
、
競
技
上

め
注
意
、
要
領
の
説
明
、
コ
ー

ス
の
説
明
が
あ
っ
て
十
日
の
夜

の
行
事
は
終
り
ま
し
た
。

十
一
日
は
朝
か
ら
す
ば
ら
し
い

晴
天
で
絶
好
の
ス
キ
ー
日
和
で

し
た
。
し
か
し
昼
頃
か
ら
猛
烈

な
吹
雪
と
な
り
ま
し
た
が
、
全

選
手
が
一
人
の
事
故
も
な
く
、

無
事
に
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

少
年
組

成
年
組

壮
年
組

　
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の

大
会
の
準
備
、
運
営
、
後
仕
末

に
は
地
元
の
人
々
の
非
常
な
献

身
的
な
活
動
と
中
学
、
高
校
の

（
松
之
山
中
学
校
）

（
松
之
山
高
校
）

（
浦
田
チ
ー
ム
）

協
力
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
大
会
の
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（総
合
成
績
）

皿r聖嬉　　　　　l

l小谷1璽　　　　　　曜

吹雪をついて行なわれた少年組回転レース

少
年
組
松
之
山
中
学

、
成
年
組
松
之
山
高
校

壮
年
組
浦
田
チ
ー
ム

婦
人
の
バ

懸彦卑簸営撚営騨

一
、
編
入
学
児
音
数

昭
和
四
三
年
度
　
六
〇
名

　
昭
和
四
四
年
度
一
二
〇
名

二
、
入
学
資
格

知
能
指
数
五
〇
～
六
〇
程
度
の
小
中

学
生
で
、
寄
宿
舎
生
活
の
で
き
る
も

　
の
。
通
学
し
て
も
よ
い
。

三
、
開
校
予
定

　
五
月
一
日
　
通
学
生
の
み

九
月
二
日
　
舎
生
も
入
学

　
（
寄
宿
舎
の
一
期
工
事
九
月
古
琶

レ
ー
ボ
ー
ル

礎
㌣
仲
々
の
好
評

　
公
民
館
と
婦
人
会
が
相
談
し

て
、
こ
の
冬
に
．
ハ
レ
ー
ポ
ー
ル

を
や
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
三
省
地
区
と
松
之
山
地
区
で

は
一
月
下
旬
に
第
一
回
目
が
あ

り
ま
し
た
が
、
五
〇
名
か
ら
八

○
名
の
婦
人
が
、
時
間
｝
ば
い

飛
び
は
ね
て
、
第
二
回
目
へ
の

意
気
ご
み
が
も
り
上
り
ま
し
た
。

　
中
学
を
卒
業
し
て
か
ら
十
何

年
、
二
十
何
年
ぶ
り
で
ポ
ー
ル

を
持
っ
た
人
が
殆
ど
で
し
た
が

婦
人
は
も
と
も
と
器
用
で
す
な

お
で
す
か
ら
、
す
ぐ
に
な
じ
み

一
つ
に
な
っ
て
大
は
し
や
ぎ
。

　
体
じ
ゅ
う
の
筋
肉
を
使
い
、

思
い
切
っ
て
体
を
の
ば
し
、
全

く
久
し
ぶ
り
で
童
心
に
か
え
っ

た
よ
う
で
し
た
。

後
日
、
部
落
で
は
「
お
ど
り

よ
り
も
い
い
」
　
「
お
も
し
ろ
か

っ
た
」
　
「
休
じ
ゆ
う
が
痛
く
て

ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
」
な

ど
と
な
か
な
か
の
評
判
で
し
た
。

四
、
入
学
手
続
き

　
三
月
末
ま
で
に
願
書
を
提
出
し
四
月

上
旬
に
面
接
し
て
決
定
す
る
。

願
書
は
本
校
に
申
し
出
る
。
面
接
日

会
場
は
追
っ
て
す
る
。

五
、
必
要
経
費

家
庭
の
経
済
力
に
よ
っ
て
三
段
階
に

わ
け
、
負
担
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に

就
学
奨
励
費
を
支
給
す
る
。

　
一
心
に
と
び
ま
わ
っ
て
い
る

と
き
は
身
も
心
も
生
き
生
ぎ
と

若
が
え
り
、
気
が
明
る
く
な
り

ま
し
た
。
大
切
な
主
婦
で
あ
り

母
で
あ
り
妻
で
あ
る
婦
人
に
と

っ
て
ま
こ
と
に
か
な
っ
た
ス
ポ

ー
ツ
で
し
た
が
、
広
く
み
な
さ

ん
に
や
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
公

民
館
で
は
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
写
頁
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
婦

人
衆
－
松
之
山
小
で
ー
）

　
　
木
版
刷

　
　
　
カ
レ
ン
ダ
ー
を

　
　
　
　
　
坪
野
小
学
校
で

　
　
「
私
達
み
ん
な
で
作
っ
た
カ

レ
ン
ダ
ー
を
利
用
し
て
下
さ
い

顔
と
手
を
真
っ
黒
に
し
て
刷
り

上
げ
ま
し
た
」
と
。
先
日
木
版

刷
り
の
カ
レ
ン
ダ
ー
が
父
兄
に

配
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
こ
れ
は
坪
野
小
学
校
五
、
六

年
の
児
童
が
約
士
蒔
間
か
け

て
作
り
あ
げ
た
も
の
で
す
。

　
指
導
に
当
っ
た
小
関
、
春
日

両
教
諭
は
、
　
「
丹
念
に
彫
り
上

げ
た
こ
の
カ
レ
ノ
ダ
ー
を
見
る

こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
年
の
↓

日
一
日
が
、
自
か
ら
の
は
げ
み

を
感
じ
さ
せ
る
も
の
に
し
た
か

㎜
っ
た
」
と
そ
の
指
導
意
図
を
話

一
し
て
い
享
・

一
　
十
二
枚
に
亘
る
児
童
達
の
独

創
的
な
絵
が
面
白
く
、
見
る
人

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

選
挙
人
名
簿
の
登
録
届
出
は

　
　
　
三
月
一
日
ま
で
に

町
の
未
来
像
を
か
か
げ
よ

勤礫
　　　　　　灘

蔀

今
年
は
、
六
月
に
参
議
院
議
頁

通
常
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

資
格
が
あ
っ
て
も
選
猛
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
、
選

挙
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

次
に
該
当
す
る
人
は
三
月
一
日

ま
で
に
登
録
の
申
出
を
し
て
下

さ
い
。
一
、
九
月
二
日
以
降
二
十
才
に

　
達
し
た
人

二
、
二
十
才
以
上
の
人
で
他
町

　
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
人

三
、
登
録
資
格
を
有
し
て
い
る

　
人
で
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

　
れ
て
い
な
い
人
（
脱
漏
者
）

三
月
｝
日
ま
で
に
登
録
の
申
出

の
あ
っ
た
人
に
つ
い
て
は
資
格

の
有
無
を
調
査
し
て
三
月
三
十

日
に
登
録
し
ま
す
。
そ
れ
以
後

の
申
出
に
つ
い
て
は
九
月
に
登

録
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

冨
麗
麟

申出るところ

松之山町役場戸籍係
　　　　　　又は浦田支所

印鑑をかならず持参して下さ㌧

松之山町選挙管理委員会
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老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
続
々
誕
生

　
　
　
－
十
ニ
グ
ル
ー
ブ

　
　
　
　
八
四
三
名
1

　
と
し
寄
り
は
、
と
し
寄
り
仲

間
で
と
、
最
近
町
内
に
お
い
て

老
人
ク
ラ
ブ
結
成
の
動
ぎ
は
活

発
で
す
。

　
二
月
十
日
現
在
、
役
場
厚
生

係
の
調
査
に
よ
る
と
、
十
ニ
ク

ラ
ブ
、
八
百
四
十
三
名
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
名
称
及
び
会
長

名
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

一
　
観
音
寺
（
観
音
寺
）
大
野
文

峰
、
高
砂
会
（
浦
田
）
邨
山
虎

次
、
寿
会
革
立
山
）
保
坂
嘉

蔵
、
湯
本
長
寿
会
（
湯
本
）
野

本
音
治
郎
）
上
布
川
長
寿
会

〔

上
布
川
）
高
橋
、
正
保
、
寿
楽
会

π
松
之
山
）
穫
幸
三
郎
、
松

皿
楽
会
（
湯
山
）
藤
田
暁
道
、
天

水
越
老
友
会
佐
藤
五
良
治
、
松

里
老
友
会
（
天
水
島
）
高
橋
長

平
、
大
荒
戸
老
人
ク
ラ
ブ
高
沢

佐
平
、
水
梨
老
人
ク
ラ
ブ
中
島

篤
、
小
谷
松
寿
会
福
原
常
吉

本
年
の
稲
作
か
ら

若
い
者
中
心
の
進
歩
的
な
経
営
を
自
負

　
か
っ
て
の
村
長
、
相
沢
長
三

氏
を
生
ん
だ
部
落
と
い
え
ば
、

小
谷
を
思
い
出
さ
な
い
人
は
い

な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
部
落
の

起
源
が
お
よ
そ
六
百
年
前
に
さ

か
の
ぽ
り
そ
の
頃
す
で
に
戸
数

三
戸
の
部
落
が
存
在
し
て
い
た
。

十
数
年
前
に
長
岡
科
学
博
物
館

に
よ
っ
て
発
堀
調
査
が
行
な
わ

れ
た
結
果
で
は
先
住
民
族
の
住

居
跡
や
縄
文
式
土
罷
が
発
見
さ

れ
、
考
古
学
的
に
も
貴
重
な
資

料
と
な
っ
た
所
で
あ
る
こ
と
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う

だ
。　
ま
た
、
天
保
年
間
に
石
油
が

堀
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
富
を

築
い
た
何
人
か
の
人
た
ち
は
必

要
以
上
の
大
き
な
家
を
持
っ
て

い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
大
部

分
の
い
わ
ゆ
る
農
民
は
、
徳
川

幕
府
末
期
の
悪
政
に
苦
し
め
ら

れ
、
明
治
維
新
府
に
期
待
を
か

け
な
が
ら
、
そ
の
財
政
の
九
割

を
ま
か
な
っ
た
と
さ
れ
る
〆
地

組
〃
に
身
を
削
ら
れ
た
ー
。
日

本
の
農
業
、
農
村
、
農
民
の
歴

史
が
．
正
に
時
の
政
府
に
よ
る
犠

牲
の
歴
史
で
あ
っ
た
こ
と
を
回

想
す
る
か
の
よ
う
に
、
部
落
を

語
る
人
た
ち
で
あ
る
。

著
し
い
人
口
減

　
十
年
問
に
二
割
二
分

　
世
帯
数
五
七
、
人
口
二
五
八

（
四
十
年
国
勢
調
査
）
人
口
を

基
準
に
す
れ
ば
松
之
山
町
で
十

三
番
目
で
あ
る
。
今
、
へ
き
地

農
村
は
大
き
く
変
動
し
て
い
る
。

そ
の
縮
図
を
こ
の
〃
小
谷
〃
に

　
　
　
　
　
思
い

闘
つ
く
ま
ま

農
業
改
良
普
及
頁

　
　
　
　
樋

◎
異
常
気
象
と
対
策

　
四
月
～
六
月
の
三
か
月
間
に

降
っ
た
雨
量
は
二
百
二
十
八
ミ

リ
（
昨
年
五
百
四
十
四
ミ
リ
）
と

極
め
て
少
な
く
、
各
地
で
水
不

足
と
な
り
特
に
植
付
け
間
近
の

苗
代
と
本
田
に
大
き
な
被
害
か

出
た
。
五
月
の
降
水
量
四
十
三

ミ
リ
は
戦
後
最
少
の
記
録
と
な

り
、
消
防
ポ
ン
プ
で
水
を
あ
げ

る
な
ど
干
害
対
策
に
は
涙
ぐ
ま

し
い
情
景
か
多
く
見
ら
れ
た
。

し
か
し
こ
の
よ
う
に
。
ボ
ン
プ
を

利
用
出
来
る
と
こ
ろ
で
は
対
策

も
取
ら
れ
た
も
の
の
い
わ
ゆ
る

〃
雷
田
〃
と
い
わ
れ
る
水
源
に

恵
ま
れ
な
い
地
域
で
は
、
ど
う

し
よ
う
も
な
く
田
植
の
時
期
を

延
は
し
或
は
、
、
部
を
犠
牲
に
し

て
｝
方
を
助
け
る
と
い
っ
た
処

置
を
と
ら
れ
た
と
こ
ろ
も
数
多

か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
蛋
“
対
策

で
関
係
者
が
頭
を
痛
め
て
い
る

と
き
突
然
、
浦
田
地
区
上
部
一

帯
百
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
わ
た

り
指
の
頭
ほ
ど
の
霞
か
は
げ
し

く
降
り
苗
代
に
大
き
な
被
害
か

2）

　
　
　
　
口
重
雄

出
た
。
苗
は
折
損
し
使
用
に
た

え
な
く
な
り
、
本
田
で
も
田
植

間
も
な
い
苗
は
み
ん
な
浮
き
上

り
植
え
直
し
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
町
内
各
農
協
が

斡
旋
し
た
揚
水
機
は
二
～
五
馬

力
の
も
の
が
六
十
台
を
超
え
、

中
に
は
個
人
で
導
入
し
た
も
の

や
中
坪
で
利
用
し
た
十
八
～
二

十
三
馬
力
の
大
型
の
も
の
が
あ

る
が
、
干
害
は
と
か
く
「
の
ど

も
と
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
忘
れ
る
」

の
よ
う
に
時
期
的
な
も
の
で
、

や
や
も
す
る
と
無
駄
を
感
ず
る

か
も
知
れ
な
い
が
こ
れ
か
ら
の

恒
久
的
対
策
と
と
も
に
、
水
管

理
が
適
切
に
出
来
る
よ
う
な
水

田
で
な
け
れ
ば
生
産
も
上
ら
な

い
し
、
理
想
的
な
稲
作
り
が
困

難
で
あ
る
の
で
揚
水
ポ
ノ
ブ
、

溜
池
利
用
と
と
も
に
用
排
水
路

の
完
備
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
況
　
／

水稲5大品種の作付状

◎
病
害
虫
の
発
生
が

　
　
少
な
か
っ
た

　
過
去
の
例
を
見
て
も
イ
モ
チ

病
の
発
生
が
少
な
い
年
は
殆
ん

ど
豊
作
で
あ
る
。
倒
伏
や
病
害

虫
の
多
発
は
収
量
に
決
定
的
な

打
撃
を
与
え
て
い
る
が
、
幸
い

今
年
は
気
象
的
に
も
恵
ま
れ
、

平
素
に
比
べ
て
非
常
に
少
な
か

っ
た
も
の
の
「
フ
ジ
ミ
ノ
リ
」

を
は
じ
め
早
生
種
の
作
付
率
が

六
十
五
％
を
越
え
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
「
紋
枯
病
」
の
発
生

に
今
後
充
分
に
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

病害虫の発生状況

種　　　類　面　積 平年比

葉イモチi31働al55％
穂イモチ1155150
警マ笠調、謡癬
二力メイチユウ125 60

イネア才ムノ　　500　 　120

今
年
一

二
割
以
上
の
被
害
を
受
け

．
㌶
．
㎜

乍
　
　
　
L
『

　　L5
率

た
面
積
は
別
表
の
と
お
り
で
作

一
付
面
積
の
二
・
四
％
に
当
り
昨

年
の
三
・
六
％
よ
り
少
な
か
っ

た
。
し
か
し
出
穂
時
に
あ
ま
り

よ
い
天
気
が
つ
づ
い
た
の
で
穂

イ
モ
チ
の
予
防
を
お
こ
た
っ
た

一
所
も
相
当
に
見
受
け
ら
れ
、
こ

の
た
め
の
減
収
も
見
逃
せ
な
い

　
今
後
、
穂
イ
モ
チ
に
よ
る
致

　
　
　
　
　
　
　
命
的
な
被
害

　
　
　
　
　
　
　
を
完
全
に
防

　
　
　
　
　
　
　
ぐ
た
め
に
は

　
　
　
　
　
　
　
穂
は
ら
み
期

　
　
　
　
　
　
　
出
穂
期
、
傾

％

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
松
之
山

町
の
世
帯
数
と
人
口
は
、
三
十

年
の
二
〇
二
戸
、
一
万
一
四

〇
四
人
か
ら
四
十
年
の
一
九
五

一
戸
、
九
一
〇
九
人
に
激
減
し

た
。
こ
の
十
年
間
に
　
毎
年
七

・
三
戸
の
世
帯
と
二
二
九
・
五

人
の
人
口
が
減
少
し
た
こ
と
に

な
る
。
十
年
間
に
二
割
強
の
減

少
率
を
示
し
て
い
る
の
だ
。
し

の
五
七
戸
へ
二
五
％
の
世
帯
減

少
ま
た
三
三
四
人
か
ら
二
五
八

人
へ
二
二
・
八
％
の
人
口
減
少

と
い
う
お
ど
ろ
く
べ
き
計
算
に

な
っ
た
。
水
梨
な
ど
と
並
ん
で

離
村
、
過
疎
現
象
の
著
し
い
部

落
と
い
え
そ
う
だ
。

　
「
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た

ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
一
様

に
将
来
へ
の
不
安
の
色
を
濃
く

会談座

勤
赫
額
畿
旋
齪
麟
薦
欝
』
聾
辮
簿
縮

が
今
頃
に
な
っ
て
は
も
う
手
遅

れ
だ
」
と
行
政
の
頼
り
な
さ
を

訴
え
る
。
　
「
現
状
の
よ
う
な
地

理
的
、
社
会
経
済
的
に
み
て
．
不

利
な
条
件
を
変
え
て
ゆ
く
こ
と

こ
そ
政
治
の
役
目
だ
」
と
い
う

の
で
あ
る
。
今
や
こ
の
過
疎
を

代
表
と
す
る
農
村
の
諸
問
題
は

〃
対
症
療
法
〃
で
は
ど
う
に
も

な
ら
な
い
こ
と
を
考
え
る
べ
き

だ
と
い
う
。

ど
う
な
っ
て
い
る
後
継
者
対
策

　
「
今
の
状
態
て
は
若
い
人
た

ら
は
農
村
に
残
ら
な
い
の
で
は

な
い
で
し
よ
う
か
」
と
婦
人
の

発
、
置
。
　
「
無
雪
道
路
心
本
す
ら

な
い
。
医
療
機
関
も
心
も
と
な

い
、
や
が
て
生
ま
れ
て
く
る
子

ど
も
の
教
育
の
二
と
な
ど
を
考

え
れ
ぽ
」
ご
・
農
村
へ
と
ど
め

よ
う
と
す
る
方
が
し
ょ
せ
ん
無

理
な
こ
と
だ
と
若
い
婦
人
が
言

っ
た
。
そ
し
て
、
も
う
一
人
の

婦
人
が
「
農
業
後
継
者
問
題
を

町
で
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
対
策
を
し
て
い
る
の
で
し
よ

う
か
」
と
疑
問
を
持
ち
出
し
た

い
く
ら
い
い
機
粕
心
を
練
っ
て
も

そ
れ
に
予
算
の
裏
付
け
を
し
な

け
れ
ば
対
策
に
な
ら
な
い
と
指

摘
す
る
。
　
「
若
い
人
が
な
ぜ
農

村
に
住
み
つ
か
な
い
か
、
そ
の

原
因
を
町
も
深
く
考
え
て
ほ
し

い
」
と
語
気
を
強
め
る
の
で
あ

る
。

無
雪
道
路
一
本
葬
貢
け

そ
し
て
何
よ
り
も
「
無
雪
幹

線
道
路
一
本
を
貫
け
」
と
主
藍

す
る
。
こ
れ
を
や
り
ぬ
く
だ
け

で
も
町
に
お
け
る
産
業
、
住
民

生
活
に
新
し
い
希
望
が
開
か
れ

る
は
ず
だ
。
小
さ
な
行
政
区
画

の
中
で
道
路
問
題
を
選
挙
や
政

治
の
材
料
に
利
用
す
る
の
は
ナ

ン
セ
ン
ス
。
も
っ
と
大
局
的
な

見
地
か
ら
町
を
斡
線
道
路
に
よ

っ
て
縦
断
し
て
両
端
を
鉄
道
と

結
ん
で
ほ
し
い
と
提
言
し
た
。

昔
の
道
路
そ
の
ま
ま
に
ブ
ル
で

除
雪
す
る
だ
け
で
は
無
雪
道
路

と
は
い
え
な
い
。
む
し
ろ
道
路

に
接
す
る
小
谷
部
落
に
と
っ
て

は
「
田
畑
に
入
る
砂
利
で
被
害

を
受
け
て
困
っ
て
い
る
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
「
小
谷

と
池
尻
と
の
間
の
雪
崩
防
止
の

た
め
の
段
切
り
工
事
も
効
果
が

な
い
よ
う
だ
」
と
も
い
う
。

　
十
年
間
些
…
O
O
人
近
く

の
人
口
減
少
が
こ
の
ま
ま
続
く

と
し
た
ら
二
十
年
後
に
は
町
の

人
口
が
半
減
し
て
し
ま
う
こ
と

が
絶
対
に
な
い
と
、
だ
れ
に
断

言
で
き
よ
う
か
。
し
か
し
「
こ

の
松
之
山
で
生
活
し
た
い
、
そ

れ
ゆ
え
に
こ
の
町
を
よ
く
し
た

い
」
と
言
っ
た
。
離
村
や
転
職

を
決
し
て
望
ん
で
い
な
い
住
民

意
識
を
こ
こ
に
知
る
こ
と
が
で

ぎ
る
。

経
営
は
早
く
か
ら
若
い

者
に
ま
か
し
た

　
こ
の
小
ゐ
合
部
落
の
農
家
一
戸

当
り
の
耕
地
面
積
が
田
四
七
a

畑
二
a
で
合
せ
て
五
八
a
で

町
平
均
の
田
五
九
a
、
畑
一
二

a
、
計
七
一
a
（
町
農
委
四
二

年
八
月
一
日
現
在
）
に
比
較
し

か
な
り
小
規
模
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
四
二
年
度
米
の
売

渡
量
で
は
、
町
｝
戸
当
り
平
均

三
五
夙
よ
り
多
い
三
七
夙
を
販

売
し
て
い
る
。
こ
れ
は
保
有
量

に
差
が
な
い
も
の
と
し
て
の
計

算
だ
が
、
早
植
え
栽
培
、
病
害

注
目
さ
れ
る
「
松
岳
に
．
馬
耕

が
入
っ
た
始
ま
り
は
こ
こ
で
す
。

耕
う
ん
機
も
そ
う
で
す
」
　
「
索

道
は
い
ま
三
四
台
あ
る
」
な
ど

は
、
農
業
経
営
改
善
へ
の
意
欲

が
う
か
が
え
る
。

テ
レ
ビ
塔
も
名
物
の
一
？
と
な
っ
た

虫
共
同
防
除
の
徹
底
に
よ
っ
て

単
位
面
積
当
り
収
量
が
か
な
り

高
い
部
落
と
し
て
特
徴
づ
け
ら

れ
る
根
拠
を
持
っ
て
い
る
。
ま

た
「
早
く
か
ら
経
営
を
若
い
者

に
ま
か
し
て
き
た
」
こ
と
が
進

歩
的
な
農
業
に
し
て
き
た
要
因

の
一
つ
だ
と
つ
け
加
え
た
の
は

普
及
所
の
統
合
に
は
反
対

　
　
農
協
の
営
農
指
導
強
化

　
　
を
望
む

「
や
は
2
肇
改
良
普
及
員

の
指
導
が
頼
り
に
な
り
ま
す
」

だ
か
ら
「
普
及
所
の
統
合
は
す

べ
き
で
な
い
」
と
主
張
し
た
。

む
し
ろ
「
農
協
の
営
農
指
導
の

強
化
の
方
が
先
決
だ
」
と
い
う

　
　
い
ま
町
に
望
み
た
い
こ
と
は

　
「
町
の
末
釆
像
を
掲
げ
て
ほ
し

い
」
　
「
農
家
の
跡
継
ぎ
（
嫁
問

題
を
含
め
て
）

の
相
談
に
乗
る

窓
口
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
」
　
「
窓
口
案
内
係
が
い
な

い
と
用
が
足
し
に
く
い
」
　
「
中

央
診
療
所
の
医
師
が
十
日
交
代

で
は
不
安
を
感
じ
る
」
　
「
生
活

条
件
が
よ
く
な
ら
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
税
金
、
教
育
関
係

負
担
ば
か
り
か
さ
む
」
な
ど
矛

盾
を
訴
え
る
声
が
次
々
に
と
び

出
し
て
き
た
。

住
民
意
識
の
把
握

　
な
か
で
も
注
目
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
「
為
政
者
は
常

に
〃
住
民
意
識
〃
を
把
握
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
提
言
で
あ
る

こ
の
提
言
の
中
に
、
〃
恩
恵
の

政
治
〃
は
過
去
の
も
の
と
な
り

現
代
の
そ
れ
は
〃
権
利
と
し
て

の
政
治
〃
で
あ
る
こ
と
が
、
語

ら
れ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

穂
期
の
三
回
は
薬
剤
散
布
が
必

要
と
思
う
。
　
（
以
下
次
号
）

「
（3割以上）

聾丁3。カ「一薦害1ウンヵ　　その他 合　計 1
i誠収均面蟹滅収量 面債　滅収量窒　　　　債・

　　　　　1

　　　　＆，　㎏1　邑1　唾
　　　　　1　　　　　15i　110　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　閣

謝2。，1箒i，5娼illη6，2男i鐙目％1 　詔凋　2，957
耳

　　　　　　　　　災害の種類別被害

　　　干一モチ　蔭』㌔噺蔽量面積i減収量酪減収量i酬減

嚢褻團鋼斑、

戸
錘
相
イ

窓
日
よ
り

◎
中
望
口
同
校
を
卒
業
し
て
社
会

に
出
る
皆
さ
ん
知
っ
て
お
い
て

も
ら
い
こ
と

一
、
転
出
．
証
明
書
を
持
っ
て
行

っ
た
ら
転
出
先
で
転
入
届
を
し

て
下
さ
い
。
そ
し
て
そ
こ
を
出
、

る
と
き
は
必
ず
又
転
出
．
証
明
書

を
も
ら
っ
て
出
て
来
る
こ
と
で

す
。
こ
の
転
入
届
出
期
間
は
ト

四
日
以
内
で
す
こ
の
期
間
を
過

ぎ
る
と
罰
則
を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
ら
注
意
し
て
下
さ

二
、
働
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

　
戸
籍
の
謄
本
や
抄
本
が
必
要

　
に
な
っ
て
役
場
へ
直
接
請
求

　
す
る
と
ぎ
は
本
籍
地
と
筆
頭

者
の
氏
名
を
必
ず
書
い
て
下

　
さ
い
。

　
本
籍
地
と
は
…
…
；
あ
な
た

　
の
戸
籍
の
あ
る
と
こ
ろ

例
新
潟
県
東
頚
城
郡
松
之

　
山
町
大
字
松
之
山
一
…
二
四

番
地
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
　
筆
頭
者
の
氏
名
と
は
ー
…

　
お
父
さ
ん
の
氏
名
、
お
父
さ

　
ん
が
．
不
明
の
と
き
は
お
母
さ

　
ん
の
氏
名
の
こ
と
で
す
。

　
そ
し
て
抄
本
が
ほ
し
い
と
き

　
は
そ
の
人
の
名
を
書
い
て
下

　
さ
い
。

◎
「
私
の
戸
籍
抄
本
を
送
っ
て

　
、
下
さ
い
何
々
に
使
う
の
で
大

　
至
急
必
要
で
す
速
達
で
お
ね

　
が
い
し
ま
す
。
甲
野
花
子
」

　
い
う
請
求
が
時
々
来
ま
す
。

　
た
だ
甲
野
花
子
で
は
何
処
の

　
人
や
ら
さ
っ
ば
り
不
明
で
町

　
中
の
戸
籍
を
探
し
ま
す
が
女

　
の
方
の
場
合
は
同
姓
同
名
者

　
が
多
い
の
で
こ
の
よ
う
な
と

　
ぎ
は
お
気
の
毒
で
す
が
お
返

　
し
す
る
外
あ
り
ま
せ
ん
。
後

　
で
せ
っ
か
く
の
チ
ヤ
ン
ス
を

　
の
が
し
て
し
ま
っ
た
等
と
苦

　
惰
を
受
け
ま
す
が
致
方
な
く

　
お
気
毒
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
出
来
る
こ
と
な
ら
お
家
の
方

　
か
ら
請
求
し
て
も
ら
え
ば
こ

　
の
よ
う
な
事
は
起
ら
な
い
で

　
し
よ
う
お
互
の
損
で
す
。

　
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

　
又
謄
本
や
抄
本
を
請
求
す
る

と
き
は
証
明
料
が
入
り
ま
す

　
一
枚
五
十
円
で
す
そ
の
外
に

　
郵
送
料
も
入
れ
て
請
求
し
て

　
下
さ
い
。
但
し
謄
本
の
場
合

　
は
父
母
と
壬
供
一
人
ま
て
は

　
一
枚
チ
供
二
人
以
上
五
人
ま

　
で
は
二
枚
と
な
り
ま
す
。
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